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酪農学園大学 にお け る

フ ラ ン ス 語教育 20年の 経過 と現状

カ リキ ュ ラム 上 の 位置づ けの 変遷 を 中心 に

小 林 　敬

L 　は じめ に

　 こ こ に記す内容は 、 本学会当支部年次の 研 究会 （大会）で の 口頭報告 の 形

式 を も っ て 、 2012年 10月 6 目付 けで 北海 学 園大 学 に お い て 、 本稿 とほ ぼ 同

題 目の もとに語 っ た草稿 を 、 誌上掲載の 文体に改め て書き換 えた もの で あ る。

た だ し発 表時の 題 目にお け る年 数の 表 示 が 「18 年」とな っ て い た こ とだ けは 、

そ の 後 2 力年 の 経過 に伴 っ て 修正 して ある 。

　 こ の 文章は 、 筆者小林 の 本来の 専攻 で ある宗教哲学 （主 として 特 に フ ラ ン

ス にお ける キ リス ト教思想の 研 究な ど） に 関わ る学術 的な論考で は ない
。 ま

た 、 言語教育学 の 専門的な方法論 に準拠 した 、 教育学 の 論文 とい うわ けで も

ない 。 い わ ば、教室現 揚及 び そ の 「楽屋」 ともい え る、主 と して カ リキ ュ ラ

ム 編成の 議論 な どを素材 と した 、 体験的 な第
一

次的な レポ ー トを記 した もの

で ある。 い や 、 よ り正 確 に表現す る な らば 、 筆者 自身 の 「悲鳴」　 「嘆 き」 、

日本語慣用 句 で 言 う所の 「負け犬 の 遠 吠 え」 とい っ た もの を 、 同 じ地域にお

い て フ ラ ン ス 語 、 フ ラン ス 文学ま たは フ ラ ン ス 文化 を専攻 し 、 高等教育で フ

ラ ン ス 語 教育に携わ っ て い る仲間 が集 っ て い る本学会当支部の 公 の 場 で 、 あ

えて記録に残 そ うと企図 した結果 であ り、 そ の こ とに よ っ て それ がや が て 筆

者 の 教育実践の 場 で ある勤務校 ・酪農 学園大学 に も伝わ る こ と とな っ て 、
い

っ か 「この 大学で 当た り前 の よ うに行 われ て い る、 フ ラ ン ス 語 教育を含めた

『英語以外の 外 国語』の 教育に つ い て の 冷た い取 り扱 い は 、 学外 で 同 じ仕事

に携 わ っ て い る仲 間の 目か ら見て 、 どれ だ け厳 しい 視線 で 見 られ る もの で あ

るの か」 を訴 えた い とい う、
い わば《J’

accuse ！》）の 感情に基づ く告発 文 と見 ら

れ るか もしれ な い
。

　もとよ り、
フ ラン ス 語教育に限 らず 、 英語 以外 の 外国語 （以下 「第二 語学」

と記す） の 教育が 、 年 を追 うご とに 縮小 ・貧弱化 されて ゆ く傾 向は 、 ひ と り
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筆者の 勤務大学 に留ま らない
、 日本全国の 大学にお い て 共通 して 見 られ る傾

向で あ り、 これ に 対す る危機意識 は 、 本 学会 の 語 学 教 育委 員 会やそ の 主催 に

よる全 国大 会時 で の ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で も、 常に取 り上 げ られ る通 りで あ る 。

しか し こ の 傾向 は 、 例 えば文学部仏文学科が存在す る総合大学や 、 人文科学

及び 社会科学 を主 眼 とす る諸大学に比 べ て 、筆者の 勤務校 の よ うに 「応用 自

然科学に 特化 した 、 単科大学に近い 組織」 の 中で は 、極 めて 顕著 に 出現す る

もの で あ り、そ して そ れ がや が て は 、 総合大学等 に も波及 しか ね ない もの で

ある 。

　筆者 は こ の こ とに つ い て の 「警鐘 」 を鳴 らす べ く 、 日本 フ ラ ン ス 語 フ ラ ン

ス 文学会の 同 じ地 域の 仲間た ちの 前で
、

まず 口 頭で こ の こ とを語 り 、 次い で

本誌 に 、 こ の こ とを書 き置 こ うとす るもの で ある 。

　以下 、
こ の レ ポー

トは時間順 に 、主 と して カ リキ ュ ラム の 変遷 （専 ら減少 ）

の経緯を辿 りなが ら、各変遷 時点それぞれにおける 、
フ ラン ス 語 を含む 第二

語 学教育の 、 カ リキ ュ ラム 上 の 設定 に つ い て 、 述 べ て ゆく こ と とな る 。

　なお 、 言及 した過去の カ リキ ュ ラム 情報の 出典等につ い て は 、 参照可能な

公 開情報が すで に 削 除 されて い るた め 、 註記 が 叶わ ない こ とを ご理 解願 い た

い
。

2． 1992 年 〜 93年 、 筆者小林の 酪農学園大学着任か ら

フ ラ ン ス 語 教育開始直前まで

　酪農 学園大 学 （以下 、 酪農大 と略す） に 、酪農学部 （当時 は 単
一

学部）教

養科 （学科相当）所属教員 として 、筆者 が着任 した の は 、 1992年 4 月 の こ と

で あ っ た が 、当時酪農大に は、フ ラ ン ス 語 の 授業 は設置 され て はい なか っ た 。

筆者 は フ ラ ン ス 語で はな く 、 哲学 、 倫理 学等の 講義の 担 当要 員 として 、酪農

大に着任 した もの で ある 。 当時の 酪農大の 外 国語 教育は 、英語及 び ドイ ツ 語

が と もに完全 な必 修科 目 と して 開講 され て お り 、 時間 と単位の 設 定は 、
1 言

語 につ き 、 以 下 の 通 りで あ っ た 。

1＆ 2 年次通 年 ： 2 コ マ X2 年 間 X2 単位1年！コ マ ＝計 8 単位

（英独総計 16単位 、 1 コ マ ； 90 分 〜 以 下 こ れ に 同 じ）

こ れ は 1990 年代 の い わ ゆる大学設 置基準 の 大綱化以 前の 大学設 置基準の
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もと 、 それ まで 戦後の 新制大 学の 教養課程がず っ と取 っ て きた外 国語教育の

標 準的な時間 ・ 単位設 定に基づ くもの で ある 。 また 「理 系で は ドイ ツ語 を 学

ぶ べ し」 とい う、戦前 の 旧制大学 の 医学部等に 広 く見 られ た慣行が 、酪農大

に も及 んでい た もの で ある。

　 なお こ の 時期筆者 は 、哲学 、 倫理 学等の 講義科 目だ けで は担 当 コ マ 数が過

少 となる の で 、 全 く未経験な英語 の 授 業を も、 何 コ マ か割 り当て られ る とい

う 、 個人的な感想 と して は 「極 めて み じめ な」 思い を抱か され て い た もの で

ある 。

　 しか しこ の 時期 に も 、 上記 「大綱化 」 の 全国 的な 波の も と、 カ リキ ュ ラ ム

の 大幅改訂 が議論 されて お り 、 特に （もと よ り筆者 自身 は着任前に は詳 しい

内情を知 る よ し もな く、 主に 後か ら知 るに 到 っ た もの で は あるが ）酪農大 の

専門科 目の 大勢 を 占め る 、 農学や獣 医学等 の応 用 自然科学 の 系統 の 教員陣に

よ る 、　 「こ こ まで ドイ ツ語教育を大き く展 開す る必要 はない 」 との 声が高 ま

っ た 結果 、 外 国語教育全体 の 時間数 と単位 数の 削減 と 、 ドイ ツ 語 の 必修指 定

を解除 した 上で の 複数言語 の 中か らの 第二 語学選択必 修へ の 移行 とを伴 う、

大 き く改訂 され た カ リキ ュ ラム が 、 1994年度 よ り展 開 され る こ と となる 。

　酪農 大に フ ラ ン ス 語 の 授業が 開講 され 、筆者 自身 も酪農 大着任以 前か ら慣

れ親 しんで きて い たフ ラン ス 語教室の 教壇 に復帰す る に到 るの は 、 筆者着任

か ら 2 年後の
、 1994年 4 月 以降の こ とで あ る 。

3． 1994年カ リキ ュ ラ ム で の 第二 語学選択必修の 開始

　酪農大で こ の 年か ら用い られ た 、 上記 「大綱化」 を受 けて の カ リキ ュ ラム

は 、 そ の 二 年後の 1996年度に 、 それ まで 単設 の 酪農学部の 下の 獣医 学科 が
、

独立 の 獣医学部 に昇格 し、さらに 2 力年後の 1998年度に 、 併設短期大学の 廃

止 予 定 の 複数 の 学科の 全教員 と、組織 として は解体 され る 「酪農学部教養科」

の 約半数の 教員が移行 して 、 新規の 「環境 シ ス テ ム 学部」 を創設す る こ とに

よ る 、 酪農大の 複数学部体制 へ の 移行 を も視野 に 置 い た もの で あ っ たが 、 こ

の 中で 外国語 教育は 、 全体 と して 大 き く開講時 間が 削減 され る こ と となる 。

　時間 と単位の 設定 と して は 、
「英語が 完全必修」 、 かつ 「第二 語 学は 、 仏 ・

独 ・中の 三 力 国語 の 中か らひ とっ が選 択必 修 」 と され た 上 で 、 英語 、第二 語

学双 方が 、 次に示 す設定 とな っ た 。

1＆ 2 年次通年 ： 1 コ マ × 2 年間 X2 単位！年／コ マ ＝ 計 4 単位
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（外国語総計 8 単位）

　っ ま りこ こ で 、 それ ま で よ り全体で 50％の 削減が なされ た わ けで あ る 。 た

だ しこれ に よ っ て 「外 国語学習 に熱心 な 学生」 の 不満が生 じる こ とを考慮 し

て 、 主に 3 年次 （学科 に よ っ て は 2 年次）に
、 完全 な 自由選 択科 目 と して 「英

（仏 ・独 ・ 中）語 演習」 が 各学科 につ き通 年 1 コ マ ずつ 新規開講 され た （学

科 に よ っ て は 「英語 演習」 が 必 修 ま た は 外 国語 以外 の 他科 目に 対す る 選択 必

修 とされ る こ ともあ っ た） 。

　 こ れは 明 白に、 それ まで 完全 な必 修科 目で あ っ た ドイ ツ語 に 対 して 、 大 き

な削減 を もた らす 改訂 で あ っ た 。 それ まで 開講 され なか っ た 仏中両語 の 新設

も、 こ の よ うな 「独語 の 犠牲」 を受 け て の もの で あ り 、 い わば 、 全 く望 ん だ

わ けで は ない ま ま 、　 「独語教員 陣が 見舞 われ た 災厄 に対す る火 事場泥 棒 （？）」

的な位 置づ けの 下に 立 た され た上 で 実現 した こ とで あ っ た 。

　関連 して こ の 少 し後 の 時点の
、 着任後数年 とな っ た筆者個 人 の 後 か らの 推

測 を 、 こ こ に付言 す る な らば、 そ もそ も 「哲学担当」 教員 として 、 日本 で は

よ り多数派 の ドイ ツ 哲学 の 研 究者 を差 し置 い て 、 フ ラ ン ス 哲学を専攻す る 筆

者 が選 ばれ た背景 に も 、 ある い は 大学総体 の 「独語 リス トラ」 の 思 惑 が作用

した の で は ない か 、 と も、率直に 考えれ ば 、 疑い 始 めな くもなか っ た もの で

あ る。 それ だ けに 筆者個人 は 、 独語教員 陣に 対 して 、 特 に個人 的な修好 関係

の 構 築に気配 りした もの だ っ た が 。

　 また 英語教育 も同様 、 開講時 間 と単位数 と もに 、 それ ま で よ りも半減 され

て しまっ て い る。 もっ と もこ の 時 、　 「外 国語教育」 枠で の 「英語」 科 目とは

別 途 に 、
「各 学部 学科 開講 の 専 門科 目」 とい う新た な枠 組 み の 下 で 、 「＊ ＊ ・

イ ン グ リッ シ ュ 」 そ の 他の 「特殊 な形容詞 を冠 した名称」 での
、 主 に外 国人

教員担 当の 新設科 目が 、 多 く設 け られ た もの で あ る 。 要す るに 「文 学部英米

文 学科な どの 出身 の 、 日本人 の英語教 員に よる 、 英米文学 の講読 な どの授 業

は 、 大学に とり て 歓迎 され ない 」 とい う 「暗黙の 空気」 が 、 大 きく作用 した

もの で あ る こ とは 明 らか で ある 。 しか し率直 に見 て 「＊ ＊ ・イ ン グ リッ シ ュ 」

そ の 他の 新規科 目が 、 学生 の 外国語能 力 をそれまで よ りも大 き く向上 させ た

とい う事実 も、実際に は そ の 後 に出現 した わけで はな く、少な くとも酪農 大

にお け る 限 り 、 他大 学の 事 例 で よ く耳 にす る 「英語
一

極集 中 と第 二 語 学軽 視」

どこ ろか 、
「英語 をも含め て の 外国語 教育軽視」　 （少な くとも 「文 学部系統

の 出身の 日本人教員に よ る外 国語教育」 へ の 冷遇）が 、 大 い に見 られ るに到

っ て い る 。 幸か 不 幸か 、 酪農大に お ける 限 り 、　 「英語教員 と第二 語 学教員 と
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の 対立」は生 じず 、 む し ろ 「被害者 同盟 ？」的 な連帯が 生 じた もの で は あ る 。

4． 1998年度 に おける 「教養科」 組織 の 廃止

　 こ の こ とに伴い
、 そ れ まで 「教養科」 に所属 して い た各教員 も、 3 学部の

各学科に分属 され る よ うにな る 。 筆者 自身 もまた 、以 降十 力年以 上 「獣医 師

免 状な き獣 医学部教員」 の 立場 に置 か れ る こ と となる 。 こ の 時点で は 基本的

に は 、
上記 の

194

年 カ リキ ュ ラム が継続 され て い た 。 しか し大 き く変わ っ た の

は 、 1997年度 ま で 、 外 国語 担 当教員 をも含ん で 教育体系の 展 開 へ の 組織 的な

発言権を保有 して い た 「教養科」 の 組 織が 消滅 した こ とに伴 っ て 、 外 国語科

目担 当教員は それ 以 降 、 カ リキ ュ ラム 改訂 等の 論議 に 際 して 現場か らの 声を

主体 的に反映 させ うる機 会を 、 著 しく減少 され て しま っ た こ とで あ る 。
っ ま

り、 各学部 ・学科の 圧倒的多数の 専門科 目担 当の 教員陣に対 して は 、 微々 た

る少 数意見の 形 で しか 、 自らの 担 当科 目の 教育展 開 に っ い て も発 言 で きな く

な っ て しま っ た の で ある。

　 さらに、 教員人 事の 選 考 も学部 ・学科の 主導権の 下 に置 か れ た結果 、 外 国

語 を含む 旧教養系 の 教員は 、 「定年 を迎えて も後任 が 必 ず し も補充 され る と

は」 限 らない よ うにな り、 年A の 経過 につ れて 外国語担 当教員数 も減 る一方

となる こ とに よ っ て 、 外国語教育担 当者の 発言権 も 、 ます ます低 下 に 向か う

一
方 とな っ て しま うの で ある 。

5． 2000年度の セ メ ス ター 制導入等に伴 うカ リキ ュ ラム 改訂

　 こ の 時点の カ リキ ュ ラム 改訂 は 、
1996 年度開設 の 6 年制の 獣医学部及 び

1998年開設 の 4 年制の 環壌シ ス テ ム 学部 とも未だ完成年次 には到 っ て い なか

っ た 中なが ら 、 それ まで通年 開講 の 科 目が 開講数の 大半で あ っ たの に対 して 、

文部省
’
（当時）の 強い 指導 の 下 で 、 全 国すべ て の 大学 の 開講科 目が

、 原則 と

して 全科 目と も半期開講 に変え られ た こ とを受 けて 、 緊急 に 対処す る た めの

もの で あ っ た の で 、既存学部 も含め て 、 開講期以 外 の 大 きな変更 は なか なか

加 えに くい 事情もあ っ たの だが、外 国語科 目に つ い て も、 英語 も第二 語学 と

も、 開講時間数設 定 に 関す る 限 り 、

’g4年カ リキ ュ ラ ム の 時点か らの 削減 は特

に見 られ なか っ た。
これ に は、新設学部 の 体制変更 へ の制約 もさる こ となが

ら 、 それ の み な らず 、 やは りそれ だ け 、 戦後長 く続い て きた大学設 置基準 に

基づ くカ リキ ュ ラム を根本的 に変更 した
’94 年カ リキ ュ ラム の 変化 が あま り
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に大 きか っ た た め 、 さらな る再変更がそ の わずか 6 年後 に議 論の 対象 とな り

うる だ けの 条件 が い まだ揃 っ て は い なか っ た こ とに も よる と考 え られ る 。

　以 下 は 筆者の 単 なる推測 に 過 ぎな い の だ が 、 以上 に加 えて た また ま こ の 時

期 、 畜産や 獣 医な どの 応用 自然科学 を主流 とした酪農大に おい て 史上初 め て 、

農業経済学専攻の 社会科学 系 の 教員が 短期間なが ら学長 に選 ばれ 、 その 在任

中に 限 っ て 、 社会科学の み な らず外 国語及び人文科学 をも含めた 「文系」 の

教育へ の 気配 りが 、 そ れ ま で よ りは 改善 された 、 とい う事情 も 、 外 国語削減

の 波が こ の 時点 で 小休止 した こ との 背景 と して 作用 したの か も しれ ない 。

　 しか し後か ら振 り返 っ て 見れ ば こ の 時点 で もやは り 、 外国語 教 育担当者に

とっ て は 、 先々 の 「悲劇 」 に 到 る 「伏線」 が 、 目立 たぬ 形 で 改訂 カ リキ ュ ラ

ム の 中に紛 れ 込 ん で い た もの で は あ る 。

　そ れは、 開講 時間数で は な く 、 単位数計 算の 方法 にお い て で ある 。

　先述 した よ うに それ まで の 外 国語 の 単位計算は 、 大綱化以前の 旧 大学設置

基準に 定 め られて い た よ うに 、 演習 ・実習 等 と同様 に、 「講義 とは二 倍の 時

間をか けなけれぱ同 じ単位 数には達 しない （例 えば講義科 目で は 「通年 1 コ

マ 4 単位」 で あれ ば 、 外 国語 は 演習 等 と同様 「通年 1 コ マ 2 単位 」 とされて

い た ）」 設定 が 、 全 国諸 大 学 と同様 「常識 的 に j 行 われ て きた 。

　 とこ ろが こ の 時点で どうい うわ けか 「外 国語 も講義 と全 く同 じく 、 半期 1

コ マ 2 単位」 との 算式が 適用 され る こ とに な っ た の で あ る。 即ち 、 英語 と第

二 語学それぞれ が 、 以下の よ うに設 定 され たの で あ る。

1＆ 2年次前後期 ： 1 コ マ ×4 学期 × 2 単位！学期！コ マ ＝計 8単位

（外国 語 総計 16単位 、 英語 が必 修で 第二 語 学が選 択必修 との 点に つ い て

は 変更な し）

　つ ま り 、 名 目的な 「見 か けの 数字」 だ けを見る な らば 、 外 国語 の 単位数総

計 は大綱化 以前 の 数字 に戻 っ て い る わ けだ 。

　それ まで の 通年 開講 の外 国語科 目を 、 ただ 単に半期開講に改めるだ けな ら

ば 、 当然に 「半ta　1 コ マ 1 単位」 で な けれ ばな らな い はず で あ る 。 現 に 、応

用 自然科学を主流とする酪農大 で は あまた開講 され て い る実習や実験な どは

す べ て 、 こ の 時の カ リキ ュ ラム 改訂 で も 「少な い 単位 数」 の ま ま とな っ て い

る 。 しか し この 中で 、 外国語科 目だ けが 「実習や演習 と同列 」 で は な く 「講

義科 目と同列 」 の 単位数計算に 変更 され た の で あ る 。

　こ の 改訂 理 由は 特に教務部長 その 他 の 提案者側 か ら深 く説 明 され る こ とも
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な く、 ただ単 に 「せ っ か く勉強 した の に取得で きる単位 が少な くて は 学生 が

か わい そ う」 とい う程度 の コ メ ン トしか 聞か され なか っ た 。 多 くの 専任外 国

語担 当教員も 、　 「自分 の 教育の 評価 が講義担当者 と対等に 評価 され る」 こ と

や 「自分の 担 当科 目の 総単位 数計算が それ まで よ りも倍増 して 評価 される」

こ とを 、 単純に歓迎す る声の 方が 多数 で あ っ た 。　 「学生 に 要求す る教 育的訓

練の 密度 を 、 実習扱い か ら講義扱い に 半減す るの は、 よい こ ととは 言 えない

の で は ない か 」 な どの 疑問 を呈 した者 は こ の 時期 、 筆者 自身 を含 め て 極 め て

少数 に留 ま っ て い た。

　筆者 な ど少数者 の 心 中の 危惧 が 、不 幸 に も現実 に的 中 して しま っ た の は 、

実 に この 4 年後の こ とで ある。

　　　　 6． 2004 年 カ リキ ュ ラ ム で の さ ら な る外 国語 教育の 削減

　 まず 、 わずか 10 年前に 開講 され たばか りの 、 3 （ない し 2）年 次の 「＊ ＊語

演習」 が 、 選 択者少 数 との 理 由に よ っ て 、 英語 、 第二 語 学 とも 、 すべ て 全廃

され た 。 時間割設 定上の 面 そ の 他で履 修可能性 を高め る配慮 も何 も取 られ な

い まま 、

一 方的に 「学生の 人 気が ない 」 と断 じ られ て しま っ た もの で ある 。

　そ して 2 年次以 下の 主 た る外 国語 科 目に つ い て も 、 以 下 の よ うな変更 が あ

っ た
。 英語に つ い て は

、 次に 示 す小幅の 変更 に留 ま っ て い る。

1＆ 2年 次前後期 ： 1 コ マ × 4 学期 × 2 単位／学期／コ マ ＝ 計 8単位

（すべ て必修）

これに 対 して 、 第二 語学は 、 次 の 通 りの 大幅 な変更が あ っ た 。

1年次前後期 ゴ1 コ マ ×2 学期 ×2 単位1学期！コ マ ≡ 計 4 単位

（選択必修）

2 年次前後 期 ： 1 コ マ x2 学期 X2 単位ン学期！コ マ ＝計 4 単位

（完全 自由選択）

　つ ま り 、 選 択必 修 枠 につ い て は 、 完全 にそれ まで と半減 され て しま っ たわ

けで ある 。 独語 に 限 っ て は 、 93 年以前 に対 して な らば実に 25％に減少 して

い る もの で あ る 。

　現場 か らの 異論提示の 機会 も 、 そ の 声 を組織的 に集約 で き る公 的な 「教養
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科」 とい う組織 を 1998年 に失 っ て 以来 、 学内各学部 、 学科 内の 少 数 派 に転 落

した状況 の 下 で は 、 事実上封 じられた に等 しい もの で ある 。

　 しか もそ の 上 、 質問 に応 じて この 半減の 理 由 の
一

つ と して 、 教務部長等か

ら示 され たの が 「外国語 の 開講単位 数が あま りに も多す ぎるの で 、 他大学で

の 開講単位数 な どに も合わせ て 、適正 な数 に節約 した」 との こ とで あ る 。 こ

の こ とか らそ の 4 年前の 「頼 み も しない の に勝手 に外 国語教育の 認定単位数

を倍増 し た こ と」 を振 り返 る な らば 、 語弊 を顧み ず に 述 べ る な らば 「ま る で

詐欺の よ うな」 策略に 見舞 われた もの だ と感 じ させ られ ざる を得 ない 。

　 しか し こ れ に 対 す る 、 現 場 か らの 有効な抗弁 を申 し立 て うる機会 も事実上

は ほぼ塞がれ たま ま、　 「多数 が （現 実 には 少数 の 上 層部が ）決 めた方針 に、

その ま ま言 われた とお りに 従う」 とい う、　 「大学教員の 教育上 の 主体性 」 な

ど とい う理 念 は ほ とん ど奪い 去 られ た 、 ほぼ完全 な 「従 属 的労働」 の 立場に

事実上置 かれ た状況の 下で
、

こ れ 以降の 教育展開を強い られ る こ と とな る。

7． 2008年にお け る獣医学部単独 の カ リキ ュ ラム 改訂

　他の 学部 で 改訂 が なされ なか っ た こ ともあ っ て か 、 この 際に は 、 外 国語関

係以外の 旧教養系 の 科 目の 削減 はい くつ か 見 られた もの の
、 外国語 に関す る

時間や単位 の 変更 （削減）は 、 特 に は見 られ な か っ た 。 2004年カ リキ ュ ラム

の 「衝撃」 が あま りに も大き く、 それ 以上 の 削減に対 して は 、 た とえ公 的な

発言権は 限 られて い て も、 有形無形の 「不平」 や 「つ ぶや き」 の 多 さを 、 完

全 に 無視 もで きなか っ た こ と も影 響 した か もしれ ない
。

　 しか し結果 的に 見て 、 こ の 際の 外国語教育に と っ て の 「平穏」 さは 、 酪農

大 に お け る外 国語教育水 準の 「最後の 生命線」 で の 「末期 の 呼吸 」 となっ て

しま っ た 。 次の 段階で は 、
い よい よ今 日に及ぶ 、 外国語教育全体 の 、 とりわ

け第二 語 学に とっ て は致命 的と もい え る 「決定的 な敗北」 が確定 して しま う

の で あ る 。

8。 2011年度以降今 日に及ぶ現行カ リキ ュ ラム の 成立 ：

　 第二 語学教育に対する事実上 の 「死刑宣告」

　全 国規模 で 進行す る い わ ゆる 「18歳人 口 の 激減」 に伴 う、 諸大学 、 特に私

立大学 にお ける 、経営 の 逼迫の 波 を受 けて 、 酪農大 にお い て も、経営母 体た
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る 「学校法人 ・ 酪農学園」 に よる支出削減に伴 う、 教育節減の 要求に教授会

側 も抗 しきれず 、 それまで に ない 大 きな組織改編 を行 うこ と とな り、 こ の年

度 よ り、 学内で 「新教育体制」 と称す るシ ス テ ム が始動す る こ と とな っ た。

　最大の 変動は 、 そ れ まで の 「学部 ・学科」 制度そ の もの を廃止 し 、筑波大

学の 方式 を模倣 した 「学群 ・学類 」 制度を導入 し 、 大学運 営自体 も、　 （法人

の 規定の 改定に よ っ て 、 経営側 で あ る法人理事会の 「業務命令」 に 従属す る

義務を 、 法 人内で 課せ られ る こ と とな っ た）大学長 の 専決権 が 、 教授 会決定

よ りも優越す るとい う新た な組織論理 の 適用が 、 理事長の 職権に よ っ て 大学

側 に下命 され たの で あ る 。 （なお 、 こ の 体制 自体 も 、 教授会決定で はな く理

事会決定に基づ くもの で ある。 ）．即 ち 、 それまで の 「学部教授会に よる 自治」

自体が 、あたか も 1940 年に お ける フ ラ ン ス 第三共和政の 如 く、完全 に 終焉 を

迎 えるに到 っ たの で あ る 。 　 （もっ と も旧 教養系 の 教員は 、 上 述 した よ うに そ

の は るか以 前か ら 、 各学部 内の 少数者 の 立場に転落 して い たの だが 、 だか ら

とい っ て こ の 時の 「学部 ・学科制度の 廃止 」 が 、 旧 教養系 の 教育の 復興 に寄

与 した わけで はない
。 ）

　 新た な 「学群 ・学類」 体制の も とで の 新た な カ リキ ュ ラ ム の 制 定 自体 、 そ

れ ま で の よ うな学部や 学科か らの ボ トム ア ッ プに よ る議論の 熟成を経 る こ と

な く、 学長や執行部 （の 背後 に は 理事会の 意向が働い て い るの だが）か ら ト

ッ プ ダ ウン 的 に示 され た原案 を 、 修 正 可能 な時 間的 余裕の な い
、 文 部科学省

に 対す る届 け出締切直前の 時点で 、 （（ oui　ou　non ，
　 yes　or　no 》 の 形で 、　（学部

で は な く）全 学 合 同教授会 で
一 括採 決 され て確 定 した もの で あ る （も っ とも

か りに こ こ で 教授会が 「否決」 した と して も 、
上 述 した よ うな学長に よる 「専

決処分」 が 、 教授会決議 に 優先 した ろ うだ けの こ とだが） 。 即 ち 、 こ の カ リ

キ ュ ラ ム は 、 もはや外国語担 当教員や 旧教養系教員の み な らず 、 多数の 専門

科 目担当者 を含めた ほ ぼす べ て の 教員 が 、 原案の 作成まで の 過程 に おい て 、

何 の 意見表明 をも申 し立 て る機会 もない ま ま 、 決定 された の で ある 。 あるい

はこ こ で も、 個人的に学長ない し理事会 と非公 式に コ ン タク ト可能な少数の

教員た ちが 、 カ リキ ュ ラム 上 の 要望 に 関 して 、 事前 の 「耳打 ち」 を行 っ た可

能性 は あ りえた ゐか もしれ ない
。 しか し少な くと も公 式 に は 、

「授業担 当者

の 事前 の 意見表 明 が
一

切反 映 して い な い カ リキ ュ ラ ム の もとで 、 すべ て の 教

員が授 業を担 当す る義務 を負 う」 に到 っ た の で ある。

　 こ の カ リキ ュ ラム にお ける 、 外国語教育、 特 に第二 語 学教育の 扱い は 、 率

直に 述 べ て 惨憺 た る有様 とな っ た 。 こ れで は もはや、 い か なる教育効果 を も

期待 しよ うが ない ほ どの 浅薄 な設定が な されたの で あ る。
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　以下具体的に 、
こ の カ リキ ュ ラム で の 外国語教育の 設 定を紹介 した い

。

　 こ の カ リキ ュ ラ ム にお い て は 、先述 した 1994年 の 時点以 来 、 英語 と第二 語

学 とが 、 必 修 か選 択必修 か の 違 い は あ る もの の 、 時 間数 と単位数 の 設 定 にっ

い て は 、 ほ ぼ同 じに 定め られて い たの が崩れて 、　 「英語だ けは 従前の 水準を

保 つ が、第二語 学は ほ ぼ無用 とみ なす」考 え方が は っ き りして きた の で あ る 。

　英語 の カ リキ ュ ラ ム 設定は 、 次の よ うにな っ た。

1 年次前後期 ：2 コ マ × 2 学期 × 2 単位ノ学期1コ マ ＝ 計 8 単位　（必 修）

2年次前 後期 ： 1 コ マ × 2 学期 × 2 単位／学期！コ マ ＝ 計 4 単位

（自由選択）

　つ ま り、前 カ リキ ュ ラム にお い て 2年 間 に わた っ て展 開 されて きた必修延

べ 4 コ マ 8 単位 の 授業設定が 1 年次に集約 され （こ こ で 各学期 2 コ マ の 内 1

コ マ はネイ テ ィ ブ ス ピー カ
ー

に よ る オ
ー

ラル 中心 の 教育 と され たの で 、 日本

入英語 担 当教員 の 担 当授 業の 比 重 は前カ リキ ュ ラ ム に 比 べ て 半減 され て い る

の だが）、 かつ 2 年次 に は 、 自由選 択 なが らも こ れ まで よ りもプ ラ ス ア ル フ

ァ の 授業が 追加 され た こ とで 、い わば 2004 年 の カ リキ ュ ラ ム 改訂 で廃 止 され

た 「語学演習」 の 枠が 、 英語 に 限 っ て だけは復活 した ともい え る 。

　 こ れ に対 して 他方 、 第二 語 学の カ リキ ュ ラム 設 定 は 、 次 の よ うに な っ た 。

2 年次前後期 ： 1 コ マ × 2 学期 ×2 単位ノ学期／コ マ ＝ 計 4 単位

（自由選択）

　っ ま り 、 大学総体の メ ッ セ ー ジ と して 、 学生 に対 し て 「第二 語 学な ど 、 学

ばね ばならない 価値 を 、 ほ とん ど認 めて い ない 」 こ とが明 白化 した と言い う

る 。 い わば 「1 年次だ けは英語 も しっ か り学 べ
。 特 に その 半分 は話 す力 を鍛

えよ。 2 年次 は 主 に 3 年次か らの ゼ ミナ ール 活動 を 中心 と した専門教育へ の

準備 を主眼 と して 学び 、 語 学は 、 好 きな学生 だ け が英語の 発 展的訓練や 『そ

の 他 の 諸言語 』ゐ経験 も少 しは試 して み て も よか ろ う」 とい うよ うな メ ッ セ

ー
ジ が 、 暗黙裡に学生 に対 して 発せ られて い る の で ある。

　こ の よ うな貧弱な設 定の 下、何 とか初級 の 訓練 を 1 年間受 けて 、 よ うや く

そ の 言語 の魅力がわか りかけて きた学生に対 して も 、 それ に続 く発展 的 な訓

練の 機会 は何 も用 意され ない 「袋小路」的な教育サー ビ ス しか提供 で きない
。

　さらに 、 こ の 改訂 に よっ て 、 決 して 高くない 報酬 に も関わ らず 、 長 年 に わ
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た っ て 献身的に 酪農大の 教育展開 に参 与 して 頂 い た 、 多数の 非常勤講 師の

方 々 に 対 し て 、 有無 を言 わせ ぬ
一

方的 な雇い 止 め を言い 渡 した こ とは、 酪農

大そ の もの に対す る遺恨 を どれ ほ ど多 くの仲 間た ちに 刻み つ けたの か 、 その

将来 に残す禍根 た るや計 り知れ ない もの が あろ う。

　教室現場で は 、選択必修の 枠 が廃止 された 結果、特 に フ ラン ス 語 の 場合 、

最初 は 「お しゃ れ 」 な どの 先入 観 で 履修登 録 を行 っ て も、 次第に 文法な どの

難点に到達す るや い なや 、（GDP 評価の 不利 を あ えて 忍ん で も、）努力 を傾 け

る こ とを中断 して 安易 に履修を放棄 し 、 後期授業に到 っ て は履修取消等で 授

業の 成立 自体が危ぶ まれ る実情 に 置かれ て い る 。

　 あ るい は 、 こ の よ うに履修者の 減少 をその まま放置 して おい て 、 次の 大規

模 なヵ リキ ュ ラム 改訂 の機会 にお い て は 「履修希 望者僅少に っ き、科 目を廃

止す る」 とい う方 向が 、 暗黙裡に意図 され て い る の か もしれ ない
、 とま で も

疑い た くなる もの だ。

　 こ うい う状況 の 下 、率直に言 っ て 、酪農大に お ける フ ラ ン ス 語 教育は 、 い

まや 「教育 らしい 教育は何 もで きない 」 状況に ある と言わ ざる を得ない 。

　 い っ そ体 系的 な指導 を
一

切放棄 して 、 ち ょ うど 「小 学校 に お ける英語 ご っ

こ」 の 授業 と同様 、 bonjourや merci そ の 他 の 片言の み を教 えて 、後は旅行談

や食生 活エ ピ ソー ドそ の 他 の 「フ ラ ン ス 事情」 で 誤魔化 しなが ら 、 半年や
一

年 の 時 間 を潰そ うか とも考え ない で もなか っ た の だ が 、 しか しそれ に よ っ て

付与 した単位や成績が 、 対外的に 「フ ラ ン ス 語 の 学習経験の 証明」 と して
一

人 歩 き し （しか も酪農 大では 上述 の 如 く単位数が 「講 義」 同様の 水 ぶ くれ し

た数で 計算 され て もお り） 、 それ を基 に学習者の 学習経歴 が見積もられて し

ま っ て は （特 に大学院進学や他 大学編入 な どの 際 には 志願 者の 前歴 の 粉飾 と

もな りか ね ない だ けに ） 、 教育担 当者 と して の 職務上 の 良心 に適わない と感

じられ る た め 、 あ え て 従前の カ リキ ュ ラム にお ける 「当た り前の 」 指導方針

と授 業実施方法 とを継続 して い る の で あ る 。 もしも開講科 目の 名称 が 、 例 え

ば 「フ ラン ス 言語 文化入 門」 な どに変わ るの な らば 、 体系的な授業実施 を放

棄す る こ とも考え うるが 、 い や し くも公 的に 「フ ラ ン ス 語」 の 授業を称 して

い る限 り、　 「羊頭を掲 げて 狗 肉は売れ ない 」 の が 「肉屋 の 自負心」 だ と信 じ

る もの で ある。

　 こ の カ リキ ュ ラ ム の も と筆者 は 、 日増 しに閑 散 さの 度合い を増 しゆく教室

に 向か っ て
、 それ で もなお 「ABC か ら始ま っ て 、 名詞 の 性数変化や AVOIR

や 前 RE の 活 用 を説明 し、云 々 」とい っ た 「フ ラ ン ス 語 を学ぶ とい う以上 は 、

当然に通 っ て も らわね ば な らない 道筋の 指導」 を 、 愚 直に続 けて い る。
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9． お わ りに

　酪農学園大学 で こ こ 20年 間フ ラ ン ス 語 教育 に 従事 して きた筆者 と して 、 最

後 に率 直 な 思 い を端的に 述べ る な らば 、
「こ こ まで フ ラン ス 語 その 他 の 外国

語 教育 を邪魔者扱 い す る の な ら 、 む しろ正 直 に、 こ の 大学 に お ける英語以外

の 教育を全廃 し 、 『た だ英語だけに集中す る』方が 、 い っ そ の こ と話 は明 確

に なる」 とまで 思い 詰 め た くもな っ て くる 。

　 しか し この よ うな貧 弱な体制に もか か わ らず 、 看板の 上 だ けで は 「フ ラン

ス 語 そ の 他の 第二 語学 を、 開講科 目 リス トの 中か ら消 して い ない 」 真の 理 由

は
一

体何なの か ？

　語弊覚悟で 筆者の 率直な推測 を述べ るな らば 、 例 えば文部科学省 に よ っ て

義務づ け られ て い るい わ ゆ る 「大学の 外部評価」 の 見 映 え を飾 るた め とか 、

国外の 提携校や姉妹校その 他 に対す る体裁 を整え る た め には 、　 「本学で は英

語 以外 の 外 国語 の 教育 も実施 して い る 」 と公 言 で き るた めの 、 最低限 （ま さ

に字義通 り、
い や 、 あるい は残念なが らそれ 未満 か もしれ ない ）の 設定は残

さ ざるを得 なか っ た もの なの か も しれ ない
。 ま さか い くらなん で も 「児戯的

な虚飾」の ため だ けに 、 科 目設定 を行 っ て い るの で もない だ ろ うか らに は …
。

　以 上 の よ うな筆者勤務校の 悲惨な実情が如実に示す 、　 「日本 の 大学
一 般で

の 、 フ ラ ン ス 語 を含む 、 英語 以外 の 外 国語 教育の 、 不 毛化」 に 対す る根本的

な状況改善 の た め に は （こ れ は本 学会 の 語学教育委 員会 や ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で

の 議論 と も共 通す るが） 、 第
一

に は 大学教育以 前の 中等教育の レ ベ ル で の 、

「事実上 の 英語単
一
教育」 そ の もの の 問い 直 し と 、 第二 に はそれ以 上 に 根本

的 な 、 日本 国家そ の もの の あ り方 自体の 「米国
一

国志向」 の 構 造の 問い 直 し

とい う次元 に まで 議論 が達 しない 限 り 、 本質的な状況の 変化は期待 で きない

もの か もしれない
。

　 しか しこ の よ うな「悪条件」の 中で の フ ラ ン ス 語 教育の 実施の 下で もなお 、

個 々 の 学生の 中で 、 た とえご く少数で も 、　 「フ ラン ス 語 を好きに な っ て くれ

た学生 達」が 出現 して い る事実だ けが 、 担 当教員た る筆者を励ま して くれ る。

あるい は ポ リネシ ア 地域で の 動物 医療 の た め に活 躍 して い る若 き獣 医師や 、

あ るい は ス イ ス 西 部 で の 酪農家の もとで働 く うちにそ の 家庭の 子 息 との 恋が

実 っ て結婚に到 っ た女子卒業生な どの 、 キ ャ ン パ ス を離れ て か らの 活 動の た

め の 、 フ ラン ス 語 習得 の 入 り口 の 機会を提供 で きた こ とは 、 他 な らぬ 酪農学

園 大学 とい う場 にお い て 、 「フ ラ ン ス 語 とい う言語 を教える こ と」 が 、 決 し

て 無益な営み で は ない
、 と感 じ させ て くれ る もの で あ る 。

　 さま ざまの 事柄 を忍耐 しつ つ なお 、 とに もか くに も 、 日々 の 仕事 を続 け る
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しか ない との 思 い で 、 ち ょ うどヴォ ル テ ー
ル の Candideの 最後の セ リフ の 如

く、 ま さに 〈（ll　faut　cultiver 　notre 　jardin＞＞との 心境 で 、 筆者 は教 室 に向 か っ て 足

を運び続 け て い る 。

（酪農学園大学教授）
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